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障害児通所⽀援事業所等（障害児通所⽀援、⽣活介護およびグループホーム）における安全な医療的ケアの実施体制のための⼿引きの概要

⼿引きの⽬的

⼿引きの構成

⼿引きのポイント

医療的ケア児者受⼊れの流れ

契約後、利⽤を開始します。

保護者または相談⽀援専⾨員を通じて利⽤希望の連絡を受けます。

利⽤希望者及び保護者等に事業所を⾒学に来てもらい、事業所についての説明
を⾏うとともに、利⽤希望者についての情報収集を⾏い、意向を確認します。

事業所において実際に通所が可能か、受⼊れが可能かを検討します。

保護者から詳細な情報収集・⼿順の引継ぎを⾏うとともに、主治医からの指⽰書
を⼊⼿します。（アセスメント並びに主治医による指⽰書の⼊⼿）
利⽤契約を⾏うとともに、個別⽀援計画・個別の医療的ケアマニュアル（実施⼿
順書）の作成を⾏います。

地域や関係機関等へ事業内容の周知を⾏います。

医療的ケアを必要とする利⽤者の受⼊れを検討し
ている障害児通所⽀援事業所等（障害児通所
⽀援、⽣活介護およびグループホーム）の管理者
や看護職員、事業所スタッフ向けに、サービス提供
にあたっての⽅法・留意事項をとりまとめる。

医療的ケア実施に向けた体制整備・環境整備

 受⼊れ事業所内の職員（管理者・看護職員・その他の職種
の職員）

利⽤者の情報を適切に把握し、受⼊れにあたって必要な体制
構築、衛⽣環境の整備等を実施します。

利⽤者個別のケアマニュアルを作成し、看護職員と介護福祉⼠
及び喀痰吸引等研修を修了した認定特定⾏為業務従事者が
医療的ケアを⾏います。

 家族等
利⽤者に関する情報を事業所に適切に伝えます。

 主治医
医療的ケアの実施について、看護職員等に具体的な指⽰を⾏
い、必要に応じて事業所等からの相談に対し指導を⾏います。

 訪問看護事業所等（外部連携機関として）
家庭において訪問看護を利⽤している場合、訪問看護事業所
との間で情報共有を⾏います。

 嘱託医（重症⼼⾝障害児を対象とした事業所の場合）
事業所全体の利⽤者の健康状態を把握し、感染症対策等を
含め、事業所の環境等への助⾔を実施します。

 協⼒医療機関
事故やけが、体調等の急変が⽣じた場合に備え、近隣の協⼒
医療機関をあらかじめ定めておく必要があります。

 その他の医療機関
リハビリ等のために主治医とは別の医療機関を利⽤している⼈も
います。それらの機関との間でも適宜情報共有を⾏います。

 相談⽀援専⾨員・その他の関係者
相談⽀援専⾨員は医療的ケア児者の特性・状態の変化等の
⽀援に必要な情報を事業所に伝えるなど適切なコーディネートを
⾏います。

 市町村等⾏政
地域で適切なサービスが提供されるよう体制整備に努めるととも
に、利⽤希望がある場合には相談を受け付け、適切な情報提
供を⾏います。

 保育所・幼稚園・学校
それぞれの施設・事業所と本⼈の⽇々の状況やケアの様⼦を共
有します。

 他の障害福祉サービス等事業所
医療的ケア児者は、複数の事業所、サービスを並⾏して利⽤す
ることがあります。それらの事業所と連携し、必要な情報交換を
⾏います。

 医療的ケア実施にあたっての情報収集
初めて医療的ケア児者を受け⼊れる場合や新規に医療的ケア児者を受け⼊れる事業所を⽴
ち上げる場合には、医療的ケア実施にあたってのノウハウ等に関する情報収集を⾏います。

 医療的ケア実施者の体制整備
＜看護職員の確保＞
事業所への直接配置や関連事業所からの派遣等により、事業所内に看護職員を確保します。
＜看護職員と認定特定⾏為業務従事者等との連携＞
看護職員以外の職種でも、喀痰吸引等研修を修了し、認定特定⾏為業務従事者認定証
の交付を受けることにより、医師の指⽰に基づいた⼀定の医療的ケアを実施することができます。

＜看護職員向けの研修／事業所全体への研修＞
看護師は外部研修等も活⽤しながら最新の知識を習得します。
事業所で関係する全職員に対し、医療的ケアに関する基礎知識とともに緊急時の対応⽅法に
ついて共有します。

 その他、施設設備の準備・利⽤者に関する情報収集・医療的ケア実施のための書式等の整
備を⾏うとともに、感染症対策の検討や関係者間の情報共有の場の整備を⾏います。

医療的ケア児者の受⼊れに際しての関係者の役割

⽇々の利⽤における医療的ケアの提供
 ⽇常的な医療的ケアの提供

送迎の実施／家族・学校等からの聞き取り／⽇々の医療的ケア・与薬の実施と記録の作成
／医療的ケア実施者と他の職員間での情報共有／家族等への情報提供／医療的ケアの
器材・物品等の取扱い

 その他、医療的ケア実施にあたり、事業所内で定期的な評価・⾒直しを⾏い、主治医等と情
報共有を⾏います。
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出典：厚生労働省令和２年度障害者総合福祉推進事業「障害児通所支援事業所等における安全な医療的ケアの実施体制の構築に関する調査研究報告書」、2021（令和３）年３月
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